
申
請
が
必
要
で
す

臨
時
特
別
給
付
金

臨
時
特
別
給
付
金
事
務
室

☎
⑳
２
２
１
３

　
『
広
報
あ
し
か
が
み
』２
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
す
る
同
給
付
金（
１
世
帯
10
万
円
）

に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
受
給
対
象
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

対
象

▽
３
年
12
月
10
日
現
在
、
同
一
世
帯

　

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
だ
が
、

　

同
一
世
帯
の
中
に
３
年
１
月
２
日

　

以
降
の
転
入
者
な
ど
が
い
る
世
帯

▽
３
年
１
月
１
日
時
点
で
、
住
民
税

　

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

　

れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
離
別
・

　

死
別
に
よ
り
、
３
年
12
月
10
日
現

　

在
、
同
一
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
る
世
帯

申
込　

要
申
請

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

同
給
付
金
事
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

開
設
し
ま
す

指
定
金
融
機
関
派
出
所
窓
口

会
計
課
・
☎
⑳
２
２
０
２

　

足
利
銀
行
足
利
支
店
足
利
市
役
所

出
張
所
が
３
月
31
日
㈭
で
閉
店
す
る

の
に
伴
い
、
同
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日　

４
月
１
日
㈮

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

本
庁
舎
内

取
り
扱
い
で
き
る
も
の　

市
が
発
行

し
た
納
付
書（
市
・
県
民
税
、
固
定

資
産
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
）

※
国
税
、
県
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、

他
自
治
体
な
ど
の
税
金
な
ど
は
取
り

扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

食料品の備蓄例

○お米、レトルトご飯、パックご飯
○飲料水（スポーツ飲料水や経口補水液など）
○ゼリー系飲料、野菜ジュース
○レトルト食品（おかゆ、カレー、パスタソース、
　丼もの、みそ汁など）
○缶詰（さば缶など調理不要のもの）
○冷凍食品（うどん、各種おかず、チャーハンなど）
○乾物（切り干し大根、干しシイタケなど）
○果物缶、ドライフルーツ
○カップラーメン
○乾麺類（パスタやうどんなど）

家庭ごみの野焼きは

法律で禁止
されています

クリーン推進課・☎ 71４１９２

　伝統行事などの
例外を除き、野焼
きはやめましょう。

食料品や衛生用品の備蓄を！

　同感染症の自宅療養や濃厚接触者になった時の自宅待機の期間中は、買い物に行くことが出来なくなり
ます。同感染症だけでなく自然災害もいつ起こるか分かりません。普段から生活必需品の備蓄が必要です。

健康増進課・☎㉒４５１２

新型コロナウイルス感染症や災害時に備え

○不織布マスク
○ごみ袋
○ティッシュペーパー
○トイレットペーパー
○生理用品
○アルコール消毒液
○手洗いせっけん
○ゴム手袋
○ペーパータオル
○紙皿、紙コップ、割りばし
  （体調不良者への食事提供用）

衛生用品の備蓄例

広報 あしかがみ　2022.3 ２
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 

　 

祉

募 

　 

集

子  

育  

て

健 

　 

康

働 

　 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 

　 

設

相 

　 

談

　

本
市
の
強
み
で
あ
り
、
誇
り
で
も
あ

る
の
は
、
源
氏
か
ら
続
く
足
利
氏
の
深

い
歴
史
と
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た

文
化
や
文
化
財
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
に
お
い
て
は
、
文
化

財
は
貴
重
な
も
の
と
し
て『
守
る
。
残

す
。』と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

足
利
学
校
は
全
国
の
子
ど
も
た
ち
が
学

校
で『
日
本
で
最
も
古
い
学
校
』と
し
て

学
ぶ
史
跡
で
す
。
こ
の
足
利
学
校
に
つ

い
て
も
、
主
眼
は『
研
究
』に
お
か
れ
、

こ
の
価
値
あ
る
史
跡
へ
多
く
の
人
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
そ
の
歴
史
的
価
値

を
知
っ
て
も
ら
う
、
足
利
市
内
へ
の
経

済
波
及
効
果
を
生
み
出
し
て
い
く
、
と

い
う
視
点
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
大
切
に『
守
り
、
残
し
』、

研
究
し
て
い
く
、
と
い
う
視
点
は
と
て

も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

文
化
財
×
観
光
の
戦
略
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て

早
川  

尚
秀

が
、
同
時
に
、
ま
ち
づ
く
り
に『
活

か
す
』と
い
う
視
点
を
加
え
、
よ
り

強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
も
奈
良
も
京
都
も
、
歴
史
と

文
化
財
が
あ
っ
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
、
観
光
都
市
と
し
て
確
固
た

る
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、『
文
化
観
光
拠

点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に
お
け

る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
＝
文
化
観
光
推
進
法
）』が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

国
の
と
ら
え
方
と
し
て
も
、
従
来

の
文
化
財
行
政
は『
保
存
』が
重
視
さ

れ
、
こ
れ
で
は
地
域
の
魅
力
が
伝
わ

ら
な
い
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
行
政

は『
活
用
』を
重
視
し
、
文
化
財
を
一

体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
確
認

を
目
指
す
、
と
い
う
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
方
自
治
体
は

地
域
計
画
を
策
定
し
、
主
務
大
臣
の

認
定
を
申
請
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
足
利
市
観
光
協
会
で
は
、

『
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
＝
観
光
Ｄ

Ｍ
Ｏ
』の
指
定
に
向
け
て
準
備
を
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

足
利
仏
教
会
に
よ
る『
足
利
三
十
三

観
音
霊
場
巡
り
』、
足
利
市
観
光
協

会
に
よ
る『
足
利
氏
ゆ
か
り
の
社
寺

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
御
朱
印
帳
』な

ど
、
文
化
観
光
の
推
進
に
つ
い
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　

文
化
財
を
活
用
し
、
外
需
を
取
り

込
ん
で
い
く
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
足
利
市
役
所
に
お
い

て
も
、
新
年
度
か
ら『
観
光
振
興
課
』

を『
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
』へ
と
名
称

変
更
し
、『
文
化
観
光
政
策
担
当
』を

新
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
鎌
倉
殿
の

13
人
』も
ス
タ
ー
ト
し
、
栃
木
県
立

博
物
館
で
は『
足
利
氏
の
軌
跡
』が
開

催
さ
れ
、
足
利
市
立
美
術
館
に
お
い

て
も『
戦
国
武
将 

足
利
長
尾
の
武
と

美
』が
開
催
中
で
す
。
本
市
に
と
っ

て
も
大
切
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

文
化
・
観
光
・

経
済
の
好
循
環

に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

８

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

秘
書
広
報
課
・
☎
⑳
２
１
０
７

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
資
料

と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市

政
に
対
す
る
重
要
度
や
満
足
度
な
ど

を
調
査
し
ま
す
。

対
象　

18
歳
以
上
の
無
作
為
抽
出
に

よ
る
市
民
１
５
０
０
人

調
査
期
間　

３
月
10
日
㈭
～
28
日
㈪

調
査
方
法　

郵
送

※
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届
い
た
方
は

回
答
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回
答
で
き

ま
す
。

廃止になります  南分署
消防総務課・☎㊶３１９７

　公共施設再編計画に基づき、３月
３１日㈭正午をもって廃止となります。
　昭和４７年の開設から永らくの間、
同分署にご支援ご協力いただき、あ
りがとうございました。廃止に伴う
同分署の業務全般は、河南消防署・
東分署が引き継ぎます。

※会場などにお越しの際は、新型コロナウイルス感染症予防対策にご
協力ください。また、状況により延期や中止となる可能性があります。


